
【 在来種で人をつないで伝統文化と歴史を未来へつなげ ！ 】 
 
【 主なむらづくりの内容 】（平成２５年６月に法人設立） 

● 水窪町の在来種である「水窪じゃがた」に着目し、その知名度向上のための水窪じゃ
がた祭りを毎年７月下旬に開催（地元住民の半数以上の約 1,000 人が地域内外から参
加）し、地域コミュニティの形成、関係人口の増加、祭り以外での水窪町への来訪者
の増加、農産物と地域の知名度向上に寄与している。 
 

● 水窪じゃがたの栽培指導はみさくぼ野菜を育てる会が行い、品評会を開催し規格の統
一等を行うなどにより地域全体で栽培技術が維持され、耕作放棄地の解消にも寄与す
るとともに、冷凍コロッケに加工販売するなど農産物の商品化による栽培意欲の向上
にも貢献している。こうした伝統的生活文化の取組が評価され、水窪じゃがたは浜松
市の地域遺産に認定された。 
 

● (有)春華堂と粟の栽培を一緒に行い商品（あわ餅「みさくぼ」等）が生まれ、静岡県
の一社一村しずおか運動に認定されるとともに、近隣高校（藤枝北高校）と協働した
商品開発（タカキビキーマカレー等）などにより、農業や地域振興に対する若者の興
味関心の向上、地域の活力向上に繋がっている。 
 

● (有)春華堂、静岡銀行等との連携によりキッズアカデミーを開催し、雑穀収穫体験等
を通じた郷土愛の醸成、食文化の継承、地元産業の興味関心の向上にも繋がっている。 
在来種の「ネコアシアワ」の収穫・脱穀体験では、選別作業（唐箕がけ）でアワとモ
ミの重さを比べて「アワのほうが重い」と驚いたり、アワを触って「気持ちいい」と
いう声があがった。 
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【 企業、高校と連携し開発した特産品 】

（あわ餅みさくぼ） （芋焼酎 みさくぼの恵）


